
会   報  
 

2026 年度定時社員総会 
 

開催日時 2026 年 6 月 10 日（木） 9 時 10 分から 10 時 10 分 

開催場所 兵庫県神戸市中央区港島中町 6 丁目 9-1 神戸国際会議場 1 階メインホール （第一会場） 

議事の経過及び結果 

定款 39 条により新村健会長が議長となった. 議長より社員 562 名中 322 名（出席者 60 名, 委任状出席 262 名）の出席

があり, 定款 41 条 1 項に定める定足数を満たしている旨の報告がされ物故会員に対し黙とうが捧げられた後,  議事に入

った.  

第 1 議案 議事録署名人選任 

定款 43 条に従い議事録署名人として新村健会長、神﨑恒一理事長、大石充副理事長が選任された.  

第 2 議案 2025 年度事業報告及び 2026 年度収支決算 

神﨑恒一理事長より 2025 年度事業報告, 庶務の概要, 会員の異動情報について報告がされた. 続いて大石充財務委

員長より 2025 年度収支決算書, 貸借対照表, 財産目録について資料に基づき説明が行われた. 次に杉本研監事より

上記書類は適正に処理されており妥当であるとの監査報告があり, 他の監事も同意見である旨が述べられた. ついで, 

議長がその承認を議場に諮ったところ全員異議なく承認可決された.  

第 3 議案 2026 年度事業計画及び収支予算 

理事長より 2026 年度事業計画について報告がされた. 続いて財務委員長より 2026 年度収支予算について説明が行わ

れ, 議場に諮ったところ異議なく承認可決された.  

第 4 議案 役員選任 

理事長より定款 23 条及び定款細則 9 条により本定時社員総会の終結をもって荒井秀典氏, 櫻井孝氏が理事を退任す

ること, 佐竹昭介氏（国立長寿医療研究センター 部長）, 杉本研氏（川崎医科大学 教授）を新任の理事とすること, 杉

本研氏が監事を退任すること, 松本理器氏（京都大学 教授）を新任の監事とすることが提案され, 承認可決した. 

第 5 議案 名誉会員および特別会員 

理事長より定款 7 条及び定款細則第 3 条 1 項の規定に従い荒井秀典氏, 櫻井孝氏を名誉会員に推薦することが提案さ

れ承認可決した.   

諸報告 

1) 理事長より各委員会の活動状況, 地方会の開催状況, および各賞受賞者について報告が行われた.  

2) 第 69 回学術集会（2027 年）の準備状況について大石充会長から, 第 70 回学術集会（2028 年）の準備状況について海

老原覚会長からそれぞれ報告が行われた.  

 



 
 

2025年度事業報告 
 
Ⅰ．庶務の概要  
1. 会員の異動状況 (2026年3月31日現在) 
1. 会員の異動 

 前年度末 入会 退会 物故者 現在数 
会員数 6,078 252 300 19 6,011 

（正会員･名誉会員･特別会員・学生会員） 
 

 前年度末 新任 退任 物故者 現在数 
名誉会員 39 2 - 1 40 
特別会員 105 13 5 1 113 
賛助会員 18 0 3  15 
図書会員 130 17 -  147 

 
2. 役員等の異動 

 前年度末 新任 退任 物故者 現在数 
理事 20 3 3 - 20 
監事 3 1 1 - 3 
幹事 1 1 1 - 1 
代議員 563 - 4 1 560 
事務職員 6 - - - 6 

 
3. 物故会員（敬称略） 

名誉会員 折茂 肇 
特別会員 松下 哲 
正 会 員 淺井 八多美 伊藤 嘉憲 井上 英士 勝山 和明 
 近藤 修二 斎藤 民 澤城 大悟 塩井 淳 
 新谷 寿久 説田 浩一 萩原 正道 真島 香代子 
 間島 寧興 水谷 澄夫 三谷 健一 本宮 古都美 
 谷田部 寬 

 
2. 会議の事項  
1. 定時社員総会：  
2025 年 6 月 28 日 於 千葉県 幕張ﾒｯｾ 
2. 理事会：  
2025 年 6 月 26 日 於 千葉県 幕張ﾒｯｾと Zoom のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ 
2025 年 7 月 11 日 於 東京都･日本老年医学会事務所より持回り 
2025 年 8 月 22 日 於 東京都･日本老年医学会事務所より持回り 
2025 年 9 月 25 日 於 東京都･日本老年医学会事務所より持回り 
2025 年 10 月 3 日 於 東京都･日本老年医学会事務所より持回り 
2025 年 10 月 7 日 於 東京都･日本老年医学会事務所より持回り 
2025 年 10 月 28 日 於 東京都･日本老年医学会事務所より持回り 
2025 年 12 月 25 日 於 東京都･日本老年医学会事務所より持回り 
2026 年 1 月 14 日 於 東京都･日本老年医学会事務所より持回り 
2026 年 1 月 27 日 於 東京都･日本老年医学会事務所より持回り 
2026 年 1 月 31 日 於 東京都･AP 東京八重洲と Zoom のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ 
2026 年 2 月 19 日 於 東京都･日本老年医学会事務所より持回り 
2026 年 3 月 13 日 於 東京都･日本老年医学会事務所より持回り 
2026 年 3 月 17 日 於 東京都･日本老年医学会事務所より持回り 
3. あり方委員会：  
2025 年 6 月 17 日 於 Zoom 
2026 年 1 月 27 日 於 東京都･学会事務所と Zoom のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ 
1）あり方ﾜｰｷﾝｸﾞ：  

2025 年 8 月 5 日 於 東京都･学会事務所と Zoom のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ 
2025 年 11 月 10 日 於 東京都･学会事務所と Zoom のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ 
4. 財務委員会：  
2025 年 6 月 13 日  於 Zoom 
2026 年 1 月 26 日  於 Zoom 
5. 総務委員会： 
2026 年 10 月 15 日 於 Zoom 
2026 年 3 月 9 日 於 Zoom 
6. 雑誌編集委員会：  
2025 年 9 月 30 日 於 Zoom 
2026 年 1 月 13 日 於 Zoom 
7. GGI 編集委員会: 
2025 年 6 月 5 日 於 Zoom 
2025 年 11 月 25 日 於 Zoom 
2026 年 1 月 22 日 於 Zoom 
8. 専門医制度委員会（専門医試験作成･認定小委員会 合同）： 
2025 年 11 月 27 日 於 東京都・学会事務所より持回り 
2026 年 2 月 26 日 於 Zoom  
9. 高齢者医療研修委員会（研修認定審査小委員会 合同）： 
2025 年 10 月 23 日 於 Zoom 
1) 研修認定審査小委員会： 
2026 年 1 月 14 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
10. 学術ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員会：  
2025 年 11 月 7 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 2 月 25 日 於 Zoom 
2026 年 3 月 3 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
11. 高齢者医療委員会：  
1) 在宅医療小委員会：  
2026 年 3 月 6 日 於 Zoom 
2) 高齢者災害医療小委員会： 
2025 年 12 月 18 日 於 Zoom 
3) 科学的介護検討小委員会： 
2025 年 12 月 4 日 於 Zoom 
4) 高齢者がん診療小委員会： 
2025 年 4 月 23 日 於 Zoom 
2025 年 6 月 2 日 於 Zoom 
5) 高齢者栄養小委員会:  
2025 年 9 月 24 日 於 Zoom 
2025 年 11 月 7 日 於 Zoom 
2025 年 11 月 17 日 於 Zoom 
2025 年 12 月 25 日 於 Zoom 
2026 年 3 月 19 日 於 Zoom 
12. 学術委員会：  
2026 年 1 月 23 日 於 Zoom  
1) 高齢者糖尿病の治療の質向上のための合同委員会： 
2025 年 5 月 24 日 於 東京都･日本糖尿病学会事務所と 
 Zoom のﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ 
2025 年 8 月 20 日 於 Zoom 
2025 年 12 月 3 日 於 Zoom 
2026 年 2 月 24 日 於 Zoom 
2) 基礎研究部会：  
2025 年 9 月 17 日 於 Zoom 
2025 年 12 月 17 日 於 Zoom 
2026 年 3 月 11 日 於 Zoom 



 
 
3) CGA・5Ms 最適化・普及 WG： 
2025 年 4 月 11 日 於 Zoom 
2026 年 1 月 6 日 於 Zoom 
13. 教育委員会：  
2025 年 6 月 10 日 於 Zoom 
2026 年 1 月 20 日 於 Zoom 
2026 年 1 月 26 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 1 月 29 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
1) 日本語版 ICOPE2 ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ作成 WG: 
2026 年 1 月 27 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2) ﾃｷｽﾄ作成・編集 WG:  
2025 年 5 月 14 日 於 Zoom 
14. 用語委員会：  
2025 年 6 月 17 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
15. 顕彰委員会: 
2025 年 10 月 1 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 11 月 22 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
16. 優秀論文賞選考委員会： 
2026 年 2 月 26 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 3 月 17 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
17. 老化および老年医学研究助成選考委員会： 
2026 年 1 月 19 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
18. 高齢者栄養研究助成選考委員会： 
2026 年 1 月 19 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
19. YIA 選考委員会：  
2025 年 8 月 4 日 於 Zoom 
2025 年 11 月 6 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
20. 国内交流委員会： 
2025 年 4 月 15 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 5 月 14 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 5 月 16 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 5 月 19 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 6 月 2 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 7 月 9 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 7 月 24 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 7 月 28 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 8 月 18 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 9 月 18 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 10 月 20 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 10 月 23 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2025 年 11 月 19 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 1 月 5 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 1 月 21 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 1 月 29 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 1 月 29 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 2 月 10 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 3 月 12 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 3 月 23 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 3 月 23 日 於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 3 月 24 日  於 東京都･学会事務所より持回り 
2026 年 3 月 30 日  於 東京都･学会事務所より持回り 
22. ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ推進委員会：  
2025年6月9日 於 Zoom 
2025年8月6日 於 Zoom 
23. 広報委員会: 

2025年6月17日 於 Zoom 
 
II. 事業の状況 
1. 学術集会等の開催 （定款第 6 条 1 項） 
1) 日本老年医学会年次学術集会 
第 67 回日本老年医学会学術集会 
会期：2025 年 6 月 27 日(金)～29(日)、7 月 15 日(火)～9 月 1 日(月) 
（ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ配信） 
会長：神﨑 恒一（杏林大学医学部高齢医学教室 教授） 
会場：幕張ﾒｯｾ、TKP 東京ﾍﾞｲ幕張ﾎｰﾙ 
参加者数：2,622 名 
学会ﾃｰﾏ： 「with Ageing を科学する老年医学」 
指定演題他：理事長・会長講演 1 題、特別招請講演 2 題、海外招請

講演2題、尼子賞受賞者講演1題、教育講演22題、教育ｾﾐﾅｰ1題、

ｼﾞｮｲﾝﾄｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 7 題、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 28 題、Geriatric research update in 
Asia1 題、Aging Science Forum5 題、第 7 回 YIA 受賞者講演 3 題、

第 1 回高齢者栄養研究助成受賞者講演 5 題、第 8 回老化および老

年医学研究助成受賞者講演 3 題、実践ｾﾐﾅｰ 3 題、委員会特別企画

2 題 
一般演題数：270 題 
 
2) 日本老年医学会地方学術集会 
第 36 回北海道地方会 

会期：2025.10.25 会場：札幌医科大学 臨床教育研究棟 講堂 
会長：酒井博司（名寄市立総合病院） 
発表演題：21 題 参加者 67 名 
教育講演：「高齢者慢性心不全・腎臓病患者のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ」中川直

樹（旭川医科大学内科学講座 循環器・腎臓内科学分野） 
第 36 回東北地方会 

会期：2025.11.15 会場：山形ﾃﾙｻ 
会長：太田康之（山形大学第三内科神経学分野） 
発表演題：29 題 参加者 64 名 
ﾓｰﾆﾝｸﾞｾﾐﾅｰ：「進行期ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病におけるﾃﾞﾊﾞｲｽ補助療法の最

前線」馬場徹（仙台西多賀病院脳神経内科） 
ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ：「ﾚｹﾝﾋﾞ継続投与の意義を考える」片山禎夫（片山内

科ｸﾘﾆｯｸ） 
第 77 回関東甲信越地方会 

会期：2026.3.7 会場：社会福祉法人浴風会 認知症介護研

究・研究東京ｾﾝﾀｰ 
会長：阿部庸子（社会福祉法人浴風会 浴風会病院） 
発表演題：29 題 参加者：145 名 
教育講演： 
1. 「高齢者の血圧と合併症の管理～ご家庭での療養生活を支える

地域連携と多職種の関わりについて～」金子英司（東京科学大

学ﾍﾙｽｹｱ教育機構 臨床ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ教育室） 
2. 「高齢者のｳｲﾙｽ性呼吸器感染症の現在とこれから」山口泰弘

（自治医科大学附属さいたま医療ｾﾝﾀｰ 呼吸器内科） 
ｽﾎﾟﾝｻｰﾄﾞｾﾐﾅｰ：「抗ｱﾐﾛｲﾄﾞβ抗体薬診療時代の MCI・認知症診

療－認知症観もふまえて」笠貫浩史（聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学 神経精

神科学／順天堂東京江東高齢者医療ｾﾝﾀｰﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ） 
ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ： 
1. 「BPSD 診療を考える」古田伸夫（社会福祉法人浴風会病院／

認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ） 
2. 「ﾄﾞﾅﾈﾏﾌﾞはこう説明する〜新しいｴﾋﾞﾃﾞﾝｽを臨床に応用するた



 
 

めに〜」清水聰一郎（東京医科大学 高齢総合医学分野） 
第 36 回東海地方会 

会期：2025.10.4 会場：名古屋大学医学部附属病院中央診療棟

A 3 階講堂（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ開催） 
会長：佐竹昭介（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ 老年内科） 
発表演題：23 題 参加者：243 名 
ﾃｰﾏ：「Healthy Aging を推進する高齢者医療を考える」 
特別講演 
1. 「ﾌﾚｲﾙ・ｻﾙｺﾍﾟﾆｱ～診療と研究の最前線～」葛谷雅文（名古屋

鉄道健康保険組合名鉄病院） 
2. 「Healthy Aging を推進するﾗｲﾌｺｰｽｱﾌﾟﾛｰﾁ」梅垣宏行（名古屋

大学大学院医学系研究科 地域在宅医療学・老年科学） 
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ：「高齢期の Healthy Aging を視野に入れた医療の在り

方」 
1. 大村卓也（国立研究開発法人国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ 糖尿

病・内分泌内科部） 
2. 渡邊一久（名古屋大学大学院医学系研究科 地域在宅医療学・

老年科学） 
3. 洪英在（日本福祉大学 社会福祉学部） 
4. 西川満則（社会福祉法人愛光園 介護老人保健施設 相生） 

第 36 回北陸地方会 
会期：2026.2.14 会場：金沢医科大学医学教育棟 4 階 
会長：野村祐介（医療法人社団尽誠会野村病院） 
発表演題：12 題 参加者：41 名 
特別講演： 
1. 「連携なくして食支援あらず ～医科・歯科の協働効果とは～」長

谷剛志（公立能登総合病院 歯科口腔外科） 
2. 「PET/MRI で見た脳加齢、認知症（石川ﾌﾞﾚｲﾝｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ研究の

知見を中心に）」松成一朗（埼玉医科大学病院 核医学診療科） 
第 36 回近畿地方会 

会期：2025.11.15 会場：大阪公立大学 阿倍野ｷｬﾝﾊﾟｽ 
会長：伊藤義彰（大阪公立大学 脳神経内科学） 

発表演題：31 題 参加者：158 名 

教育企画・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ：ﾃｰﾏ 「健康長寿医科学が目指すもの」 
1. 柴田利彦（大阪公立大学大学院医学研究科 病因診断学） 
2. 繪本正憲（大阪公立大学大学院医学研究科 代謝内分泌病態

内科学・腎臓病態内科学） 
3. 新村健（兵庫医科大学医学部 総合診療内科） 
4. 吉崎崇仁（大阪市立弘済院附属病院 神経内科／大阪公立大

学医学研究科 脳神経内科） 
ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ: 
1. 「健康長寿社会を目指した認知症医療のあり方」伊藤義彰（大阪

公立大学大学院医学研究科 脳神経内科学） 
2. 「多様化する高血圧治療 – 最適な降圧療法とは？–」森克仁

（近畿大学奈良病院 内分泌・代謝・糖尿病内科） 
市民公開講座： 
1. 「もし家族が認知症になったら」伊藤義彰（大阪公立大学大学院

医学研究科 脳神経内科学） 
2. 「認知症がある人への関わりについて」増田 奈美（大阪公立大

学医学部附属病院 認知症看護認定看護師） 
ｽﾎﾟﾝｻｰﾄﾞｾﾐﾅｰ： 
1. 「早期 AD に対するﾚｹﾝﾋﾞによる治療の実際」武田景敏（大阪公

立大学大学院医学研究科 脳神経内科学） 
2. 「認知症の研究と診療の最前線」樋口真人（大阪公立大学大学

院医学研究科 病院診断科学） 
第 37 回中国地方会 

会期：2025.11.22 会場：岡山ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ 
会長：内田治仁（岡山大学学術研究院医療開発領域 腎臓・糖尿

病・内分泌内科） 

発表演題：25 題 参加者：85 名 
ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ：「保存期 CKD における岡山県の医療連携の取り組

み～適切なｶﾘｳﾑ管理を含めて～」大西康博（岡山大学学術研究

院医歯薬学域 慢性腎不全総合治療学講座） 
災害対策ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ： 
基調講演「2018 年西日本豪雨からの復興」村上和春（まび記念病

院 理事長） 
1. 「災害対策を考える ～COVID-19 ｸﾗｽﾀｰの支援、令和 6 年能

登半島地震の支援から～」栁田大輔（倉敷成人病ｾﾝﾀｰ 医療

安全管理室） 
2. 「薬剤師が考える防災と災害支援 ～能登半島地震での災害支

援を振り返って～」山本奈美（こんこうﾌｧｰﾏｼｰ薬局） 
3. 「～能登半島地震～ 病院・高齢者施設への介入に対する期

待。」立花誠也（社会福祉法人翔洋会特別養護老人ﾎｰﾑ 玉野

山田荘） 
4. 「いずれ来る災害への備え～ 高齢者を含めた糖尿病患者の視

点から～」村上和敏（公益財団法人大原記念倉敷中央医療機

構倉敷中央病院 糖尿病・内分泌代謝ｾﾝﾀｰ 糖尿病内科） 
第 37 回四国地方会 

会期：2026.2.22 会場：徳島大学大塚講堂小ﾎｰﾙ 
会長：森野豊之（徳島大学大学院医歯薬学研究部遺伝情報医学

分野） 
発表演題：24 題 参加者：79 名 
教育講演：「ｱﾐﾛｲﾄﾞβ蛋白の分子病態とｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病の治療・予防」

大八木保政（愛媛大学大学院医学系研究科 脳神経内科・老年

医学講座） 
ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰ：「脳小血管病への降圧療法－脳ｱﾐﾛｲﾄﾞ血管症も含

めて－」薬師寺祐介（関西医科大学 神経内科学講座） 
第 36 回九州地方会 

会期：2026.3.7 会場：宮崎大学清武ｷｬﾝﾊﾟｽ 講義実習棟 
会長：塩見一剛（宮崎大学医学部附属病院 脳神経内科） 
発表演題：16 題 参加者：63 名 
特別講演：「高齢者医療における地域医療の課題」椎葉 茂樹（宮

崎県福祉保健部高鍋保健所） 
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ：「多職種で支える地域の高齢者医療」 
1. 田中信彦（ﾀﾅｶ在宅ｸﾘﾆｯｸ） 
2. 宇田川充隆（野崎病院 認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ） 
3. 板谷智也（宮崎大学医学部看護学科 生活・基盤看護科学講

座） 
4. 大内山千紘（宮崎大学医学部附属病院 栄養管理部） 

 
3) その他、ｾﾐﾅｰ研修会等（定款第 6 条 1 項 7 号） 
1. 第 19 回老年医学ｻﾏｰｾﾐﾅｰ（医学部学生 4 年生以上、初期研修

医が参加対象） 
会期： 2025 年 8 月 1 日（金）～2 日（土）  参加者：23 名 
開催地： 国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ（愛知県大府市） 
主催： 日本老年医学会、国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ 

2. 高齢者医療研修会（2 回開催） 
会期: 2025 年 6 月 28 日（土）～29 日（日）   



 
 

座学修了者: 76 名、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟﾟ修了者: 59 名 
開催地: TKP 東京ﾍﾞｲ幕張ﾎｰﾙ（千葉県千葉市美浜区） 
主催: 日本老年医学会 
会期: 2026 年 3 月 7 日（土）～8 日（日）      
座学修了者: 60 名、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ修了者: 60 名 
開催地: 名古屋大学（愛知県名古屋市昭和区） 
主催: 日本老年医学会東海支部 

3. 老人保健施設管理医師総合診療研修会 修了者：263 名 
主催: 日本老年医学会、公益社団法人全国老人保健施設協会 
【座学】 会期: 2025 年 7 月 1 日（火）～8 月 29 日（金） 

開催: Web によるｵﾝﾗｲﾝ開催（上記期間にｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ視聴） 
【ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ】  

 会期： 2025 年 9 月 6 日（土）、7 日（日） 
 開催: Web によるｵﾝﾗｲﾝ開催 
 （上記のいずれか 1 日に Zoom 参加） 
4. 第 14 回高齢者栄養療法研修会 修了者：15 名 

会期: 2025 年 12 月 20 日（土）～21 日（日）   
開催: 一橋大学一橋講堂（東京都千代田区） 
主催: 日本老年医学会 

 
2. 学会誌その他の出版物の刊行 （定款第 6 条 1 項 2 号） 
1) 学会誌「日本老年医学会雑誌」 
1. 定期号 第 62 巻 2 号～4 号及び第 63 巻 1 号 合計 4 冊を発行し

た。 
2. Supplement 第 67 回学術集会講演抄録集として 2025 年 5 月に発

行した。 
2) 英文誌「Geriatrics and Gerontology International」（GGI） 

（正式略称 Geriatr Gerontol Int） 
1. ｵﾝﾗｲﾝで Vol.25 Issue4～Issue12, Vol.26 Issue1～3 を発行した。 
2. 2025 年 12 月に Supplement を発行した。Guidelines for Nutritional 

Management of Sarcopenia and Frailty 2025. 
3) その他の出版物 
1. 「高齢者総合機能評価(CGA)に基づく診療・ｹｱｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 2025」を

発行し、全会員に配布した。 
 
3. 学会認定 老年科専門医、指導医、認定医の認定 （定款第 6 条

1 項 3 号） 
1) 老年科専門医認定試験を CBT 方式により 2025 年 10 月 19 日に

実施した（会場は全国の CBT ﾃｽﾄｾﾝﾀｰ約 100 ｶ所）。専門医制度

委員会、専門医試験作成・認定小委員会において合否を審議し、

理事会の議を経て 54 名を認定した。 
2) 2026 年 3 月 31 日の時点で認定を受けた日から満 5 年を経る老年

科専門医より提出された更新申請書を審査し、老年科専門医 219
名（うち老年科指導医 125 名）の更新を認定した。 

3) 高齢者栄養療法認定医は新規で 10 名を認定し、2020 年に認定さ

れた 8 名の更新を認定した。 
4) 老人保健施設管理認定医は新規で 14 名を認定し、2020 年に認

定された 4 名の更新を認定した。 
 
4. 研究の奨励、研究業績の表彰 
1) 尼子賞 

第67回学術集会にて、尼子賞受賞者として鈴木隆雄先生を顕彰

した。 
2) 第6回日本老年医学会YIA  

以下の受賞者3名を決定し、第67回学術集会にて表彰した。基礎：

髙橋侑也、社会学・疫学：辻大士、臨床：杉本大貴 
3) 第32回日本老年医学会優秀論文賞  

日本老年医学会雑誌第61巻1号から4号(2025年1月～2025年10
月発行)に掲載された論文の中から選考し、徳永智史、伊藤真紀、

山元智穂の3名を日本老年医学会優秀論文賞受賞者として第67
回学術集会にて表彰した。 

4) 第17回 Geriatrics & Gerontology International 優秀論文賞 
GGI誌Volume 25に掲載された論文の中から選考し，Safira 
Khairinisa，Eiji Kose，Yu Moriの3名をGeriatrics & Gerontology 
International優秀論文賞受賞者として第68回学術集会にて表彰し

た。 
5) 日本老年医学会老化および老年医学研究助成  

第10回受賞者を第67回学術集会にて表彰した。第11回の募集を

行い、老化および老年医学研究助成選考委員会にて3名が選考さ

れ、2026年1月31日の理事会により承認された。 
6) 日本老年医学会高齢者栄養研究助成 

第3回受賞者を第67回学術集会にて表彰した。第4回の募集を行

い、高齢者栄養研究助成選考委員会にて5名が選考され、2026年
1月31日の理事会により承認された。 

 
5. 内外の関連学術団体との連絡及び協力 （定款第6条1項5号） 
1) 加盟学術団体である日本老年学会の運営を日本老年社会科学

会、日本基礎老化学会、日本老年歯科医学会、日本ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

学会、日本老年看護学会、日本老年薬学会と共に協議協力した。 
2) 日本老年学会として加盟している国際老年学協会 International 

Association of Gerontology and Geriatrics (IAGG) の活動に

参加協力した。 
 
6. 老年医学に関する普及啓発事業 （定款第6条1項6号） 
1) ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
1. 2026年3月8日 東京大学との共催「認知症を有する人のためのｴﾝ

ﾄﾞｵﾌﾞﾗｲﾌ･ｹｱ－Comfort Feedingを目指して－」 
 
7. その他、目的を達成するために必要な事業 （定款第6条1項8号） 

各種委員会（あり方委員会、あり方WG、財務委員会、総務委員

会、雑誌編集委員会、GGI編集委員会、専門医制度委員会、老年

科専門医検討小委員会、専門医試験作成･認定小委員会、高齢

者医療研修委員会、研修認定審査小委員会、学術ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員

会、高齢者医療委員会、保険診療小員会、認知症対策小委員

会、在宅医療小委員会、高齢者災害医療小委員会、感染症対策・

ﾜｸﾁﾝ療法小委員会、骨折転倒対策小委員会、科学的介護検討

小委員会、高齢者がん診療小委員会、高齢者栄養小員会、学術

委員会、ﾌﾚｲﾙ･ｻﾙｺﾍﾟﾆｱ対策小委員会、高齢者糖尿病の治療質

向上のための合同委員会、高齢者薬物療法対策小委員会、基礎

研究部会、CGA・5Ms最適化・普及WG、教育委員会、日本語版

ICOPE2ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ作成WG、ﾃｷｽﾄ作成・編集WG、用語委員会、顕

彰委員会、優秀論文賞選考委員会、老化および老年医学研究助

成選考委員会、高齢者栄養研究助成選考委員会、YIA選考委員

会、倫理委員会、ｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾗｲﾌに関する小委員会、利益相反委員

会、GL統括委員会、国際交流委員会、国内交流委員会、ﾀﾞｲﾊﾞｰ

ｼﾃｨ推進委員会、広報委員会、選挙管理委員会）を開催し、本会

の目的を達成するため種々の検討が行われ活動が行われた。 
 



 
 
 

 

 



 
 
 

 

 



 
 
 

 

 

 

 

 



 
 

2026 年度事業計画 
 
1. 学術集会等の開催 （定款第 6 条 1 項） 
1) 日本老年医学会年次学術集会 
第 68 回日本老年医学会学術集会  
会 期：2026 年 6 月 11 日（木）～13 日（土）（於：神戸国際会議場、神

戸ﾎﾟｰﾄﾋﾟｱﾎﾃﾙ） （ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ配信 2026 年 6 月 25 日（木）～8 月 31
日（月）） 
会 長：新村 健 （兵庫医科大学総合診療内科学 主任教授） 
学会ﾃｰﾏ： 「Geriatrics and Gerontology for everyone, for the future」 

特別講演：「老いと病い；免疫老化の観点から」 
湊長博（京都大学） 

海外招請講演 1： 
「Epigenetic Reprogramming During Aging and Rejuvenation」 

Juan Carlos Izpisua Belmonte（Founding Scientist, Altos Labs） 
特別招請講演 2： 
「The era of AI：What is coming and what should be the role of 
geriatricians?」 

Chang-Won Won（Kyung Hee University） 

尼子賞受賞講演：「高齢者医療と研究の隘路と光」 
鳥羽研二（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ/国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 

会長講演：「Geriatrics and Gerontology for everyone, for the future」 
新村健（兵庫医科大学総合診療内科） 

理事長講演：「日本老年医学会の最近の活動」 
神﨑恒一（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ） 

教育講演 
1 「日英の診療から学ぶ 誤嚥性肺炎管理 update」吉松由貴（ｾﾝﾄ･ﾄ

ｰﾏｽ病院） 
2 「高齢者診療における日常生活ﾄﾗﾌﾞﾙへの対応－認知機能・社会

的脆弱性・地域連携の視点から－」藤沢知里（名古屋大学） 
3 「ACP における CGA の活用」杉本研（川崎医科大学） 
4 「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ医療機器等を用いた今後の精神科診療の展望－不眠を

含めて－」岸本泰士郎（慶應義塾大学） 
5 「なぜ米国の外科医は老年科医を呼ぶのか？～『呼ばれる専門

家』になるためのｺﾝｻﾙﾄ術～」山田悠史（Icahn School of Medicine 
at Mount Sinai） 

6 「認知症初期集中支援ﾁｰﾑのこれまでとこれから－地域における

認知症対応多職種ﾁｰﾑの役割－」鷲見幸彦（認知介護研究・研修

大府ｾﾝﾀｰ） 
7 「骨粗鬆症の予防と治療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 2025 について」小川純人（東京

大学） 
8 「低ﾅﾄﾘｳﾑ血症の鑑別（MRHE と SIADH の違いも含めて）」長澤

康行（兵庫医科大学） 
9 「骨格筋-視床下部-褐色脂肪組織ﾈｯﾄﾜｰｸによる個体老化制御機

構の解明」森健太郎（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
10 「新しいｻﾙｺﾍﾟﾆｱの診断基準を考える～AWGS 2025 の改訂点

～」荒井秀典（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
11 「地域包括ｹｱと急激な少子高齢化を見据えた医療・介護，そして

健康づくり，ﾌﾚｲﾙ対策」宇都宮啓（慶應義塾大学） 
12 「入院中の栄養状態の悪化（HAM）：概念と評価の課題」中嶋宏貴

（医療法人和光会山田病院） 

13 「高齢者疾患に対する漢方診療：消化器症状・ﾌﾚｲﾙに対するｴﾋﾞ

ﾃﾞﾝｽ」浅岡大介（順天堂大学医学部附属順天堂東京江東高齢者

医療ｾﾝﾀｰ） 
14 「Transgenerational Inheritance of Epigenetic Memory in 

Mammals」 Yuta Takahashi（International Research Center for 
Medical Sciences） 

15 「Programming the Body to Produce Therapeutic Proteins：Toward a 
New Strategy for Age-Related Diseases」 Keiichiro Suzuki（The 
University of Osaka） 

16 「ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ型認知症診療の実際」伊藤義彰（大阪公立大学） 
17 「最新の脳卒中治療：血管内治療の発展を中心に」吉村紳一（兵

庫医科大学） 
18 「先進技術を利用したﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医療の実際」道免和久（兵庫医

科大学） 
19 「高齢者の糖尿病ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄと腸内細菌叢」入江潤一郎（関西医科

大学） 
20 「高齢者心不全における Stage A・B からの発症予防戦略：山口県

が挑む地域完結型ﾓﾃﾞﾙの構築」佐野元昭（山口大学附属病院） 
21 「高齢者の膠原病・ﾘｳﾏﾁ診療における注意点」藤井隆夫（和歌山

県立医科大学） 
22 「介護・医療現場における転倒・転落，誤嚥等に関する法律問題

について」小宮仁（名古屋大学） 
23 「老年医学領域における実装科学：ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽが現場で活用されるた

めに」大須賀洋祐（芝浦工業大学） 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
1 well-being とﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞｻｲｺﾛｼﾞｰ～幸福な老いとは何か・どう支える

か～ 
座長：庄嶋健作（兵庫医科大学）、西田裕紀子（国立長寿医療研

究ｾﾝﾀｰ） 
西田裕紀子（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
竹屋泰（大阪大学） 
日下菜穂子（同志社女子大学） 
片桐恵子（神戸大学） 

2 （日本呼吸器学会）高齢者におけるﾜｸﾁﾝ診療 
座長：大石和徳（富山県衛生研究所）、山口泰弘（自治医科大学

附属さいたま医療ｾﾝﾀｰ） 
岩永直樹（長崎大学） 
大石和徳（富山県衛生研究所） 
関雅文（埼玉医科大学医学部国際医療ｾﾝﾀｰ） 
山口泰弘（自治医科大学附属さいたま医療ｾﾝﾀｰ） 
永井英明（国立病院機構東京病院） 

3 食のｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ：2025 年版「日本人の食事摂取基準」と今後の改定

を見据えて 
座長：梅垣宏行（名古屋大学）、大塚礼（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
朝倉敬子（東邦大学） 
松本麻衣（医薬基盤・健康・栄養研究所栄養疫学・政策研究ｾﾝﾀｰ） 
畑本陽一（国立健康・栄養研究所臨床栄養研究ｾﾝﾀｰ） 
桒原晶子（大阪公立大学） 
大村卓也（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 

4 （日本糖尿病学会）高齢者糖尿病の心血管代謝異常の管理 



 
 

座長：鈴木亮（東京医科大学）、田村嘉章（東京都健康長寿医療ｾ

ﾝﾀｰ） 
鈴木亮（東京医科大学） 
山本浩一（大阪大学） 
前澤善朗（千葉大学） 
浅原哲子（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
高橋宏和（佐賀大学） 

5 （日本老年学会）老年学として考えるｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾗｲﾌ（EOL） 
座長：樂木宏実（市立伊丹病院）、飯島勝矢（東京大学） 
樂木宏実（市立伊丹病院） 
会田薫子（東京大学） 
堀田晴美（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ） 
菊谷武（日本歯科大学口腔ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ多摩ｸﾘﾆｯｸ） 
高砂裕子（全国訪問看護事業協会） 
五十嵐歩（千葉大学） 
赤尾眞（米沢市立病院） 

6 骨折管理と 2 次予防（FLS 含む）・内科医と整形外科医のｺﾏﾈｼﾞﾒ

ﾝﾄ 
座長：大黒正志（金沢医科大学病院）、東浩太郎（東京大学） 
本橋健史（板橋中央総合病院） 
田中雅博（社会医療法人生長会ﾍﾞﾙﾋﾟｱﾉ病院） 
宮尾益理子（ｱｯﾄﾎｰﾑ表参道ｸﾘﾆｯｸ） 

7 高年齢労働者の就労と労働災害 
座長：樂木宏実（市立伊丹病院）、藤原佳典（東京都健康長寿医

療ｾﾝﾀｰ） 
飯島勝矢（東京大学） 
渡辺修一郎（桜美林大学） 
村山洋史（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ） 
松垣竜太郎（産業医科大学） 

8 「立場表明 2025」を活かす緩和ｹｱ－看取り処方の実際 
座長：片山陽子（香川県立保健医療大学）、山崎博充（兵庫医科

大学） 
会田薫子（東京大学） 
勝谷友宏（勝谷医院） 
西川満則（介護老人保健施設相生） 
平原佐斗司（東京ふれあい医療生活協同組合梶原診療所） 
山崎博充（兵庫医科大学） 
栁川まどか（名古屋大学） 
平川仁尚（あいち健康の森健康科学総合ｾﾝﾀｰ） 

9 AI 医療の未来予想図 
座長：亀山征史（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ）、冨田尚希（東北医

科薬科大学） 
奥真也（東京科学大学医療・創薬ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ教育開発機構） 
小池敦（東北大学） 
阿部吉倫（Ubie 株式会社） 

10 超高齢社会における医療 DX の現在と未来 
座長：大石充（鹿児島大学）、海老原覚（東北大学） 
野村和至（医療法人社団野村医院） 
藤田卓仙（東京財団） 
土橋卓也（製鉄記念八幡病院） 
小西正三（大阪大学） 
佐原博之（日本医師会） 

11 内在性能力評価に基づく健康増進 
座長：島田裕之（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ）、神出計（大阪大学） 

佐竹昭介（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
大塚礼（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
樺山舞（大阪大学） 
牧迫飛雄馬（鹿児島大学） 

12 認知症共生社会の実現と医療者の役割 
座長：武地一（医療法人生生会まつかげｼﾆｱﾎｽﾋﾟﾀﾙ）、長井篤（島

根大学） 
矢吹知之（高知県立大学） 
數井裕光（高知大学） 
里直行（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
川井元晴（認知症の人と家族の会） 
田中志子（医療法人大誠会内田病院） 

13 高齢化社会における循環器救急診療を再考する 
座長：北岡裕章（高知大学）、青山里恵（船橋市立医療ｾﾝﾀｰ） 
末永祐哉（順天堂大学） 
宮地秀樹（日本医科大学付属病院） 
林智彦（船橋市立医療ｾﾝﾀｰ） 
田中旬（三井記念病院） 
長谷川浩（杏林大学） 

14 認知症予防（食・運動・その他） 
座長：濵野忠則（金沢医科大学）、石井伸弥（医療法人社団知仁

会ﾒｰﾌﾟﾙﾋﾙ病院） 
大田秀隆（秋田大学） 
濵野忠則（金沢医科大学） 
池内健（新潟大学） 
大沼貴子（秋田大学） 

15 ﾘｶﾚﾝﾄ教育 
座長：秋下雅弘（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ）、飯島勝矢（東京大

学） 
飯島勝矢（東京大学） 
大河内二郎（介護老人保健施設竜間之郷） 
田中志子（医療法人大誠会内田病院） 
石垣泰則（医療法人社団悠輝会ｺｰﾗﾙｸﾘﾆｯｸ） 

16 （日本臨床栄養学会）高齢者の栄養問題（ｶﾍｷｼｱと肥満対策） 
座長：葛谷雅文（名鉄病院）、横手幸太郎（千葉大学） 
前田圭介（愛知医科大学） 
鈴木規雄（聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学） 
杉本研（川崎医科大学） 
前澤善朗（千葉大学） 

17 （日本骨粗鬆症学会）運動器疾患に対する先制医療 
座長：浦野友彦（国際医療福祉大学）、小川純人（東京大学） 
太田博明（川崎医科大学） 
茂呂徹（東京大学） 
細山徹（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
浦野友彦（国際医療福祉大学） 

18 （CGA・5Ms 検討ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ）5（4）Ms を高齢者診療に実装する 
座長：梅垣宏行（名古屋大学）、山本浩一（大阪大学） 
山田悠史（Icahn School of Medicine at Mount Sinai） 
藤本拓（大阪大学） 
冨田尚希（東北医科薬科大学） 
松井陽祐（医療法人心月会じょうど医院） 
坂井智達（九州大学） 

19 （高齢者がん診療小委員会）高齢者がん診療 2026～がんをわず

らう高齢者を支える介護保険制度～ 



 
 

座長：石井正紀（国際医療福祉大学）、津端由佳里（岐阜大学） 
山本寛（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ） 
杉本研（川崎医科大学） 
賢見卓也（みる看る訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ） 

20 高齢者の薬物療法（PIMs と認知症関連合併症含む） 
座長：小島太郎（国際医療福祉大学）、竹屋泰（大阪大学） 
溝神文博（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
渡邊一久（名古屋大学） 
浜田将太（東京薬科大学） 
糀屋絵理子（大阪大学） 

21 Aging Science Forum 
座長：石神昭人（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ）、近藤祥司（京都大

学医学部附属病院） 
杉本昌隆（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
石神昭人（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ） 
近藤祥司（京都大学医学部附属病院） 
田久保圭誉（東北大学） 

22 （日本救急医学会）高齢者救急医療：我々は何をしなければならな

いのか 
座長：長谷川浩（杏林大学）、熊田恵介（岐阜大学医学部附属病院） 
小島太郎（国際医療福祉大学） 
長永真明（兵庫県立尼崎総合医療ｾﾝﾀｰ） 
稲垣伸洋（日本救急医学会高齢者救急委員会） 
仁平敬士（湘南鎌倉総合病院） 
真弓俊彦（地域医療機能推進機構中京病院） 

23 （日本ﾌﾟﾗｲﾏﾘ･ｹｱ連合学会/高齢者医療・在宅医療委員会）「地域

包括診療の未来」と「地域共生社の創生」 
座長：野村和至（医療法人社団野村医院）、木村琢磨（東京科学

大学）、山口潔（医療法人社団創福会ふくろうｸﾘﾆｯｸ等々力） 
香取照幸（一般社団法人未来研究所臥龍） 
野村和至（医療法人社団野村医院） 
大橋博樹（医療法人社団家族の森多摩ﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ） 
山本則子（東京大学） 
松村真司（松村医院） 
山口潔（医療法人社団創福会ふくろうｸﾘﾆｯｸ等々力） 

24 高齢者ｺﾎｰﾄ研究に基づくﾌﾚｲﾙの理解深化 
座長：杉本研（川崎医科大学）、神出計（大阪大学） 
田原康玄（静岡社会健康医学大学院大学） 
二宮利治（九州大学） 
新村健（兵庫医科大学） 
牧迫飛雄馬（鹿児島大学） 

25 ｻﾙｺﾍﾟﾆｱﾌﾚｲﾙ予防（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾍﾙｽ＋栄養） 
座長：荒井秀典（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ）、葛谷雅文（名鉄病

院） 
山本浩一（大阪大学） 
山田実（筑波大学） 
佐竹昭介（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
飯島勝矢（東京大学） 

26 （日本抗加齢医学会）生物学的老化を指標とした老化制御（ｴﾋﾟｼﾞ

ｪﾈﾃｨｯｸｸﾛｯｸ含む） 
座長：山岸昌一（昭和医科大学）、中神啓徳（大阪大学） 
山田秀和（近畿大学医学部） 
井手久満（順天堂大学） 
加藤尚也（千葉大学） 

竹下ひかり（森ﾉ宮医療大学） 
27 （教育委員会）老年医学教育 学生から専攻医までのｼｰﾑﾚｽな教

育のために 
座長：梅垣宏行（名古屋大学）、古川勝敏（医療法人仙台医療福

祉会仙台富沢病院） 
金子英司（東京科学大学） 
冨田尚希（東北医科薬科大学） 
金岡聖泰（名古屋大学） 
東浩太郎（東京大学） 

28 政策と現場をつなぐﾃﾞｰﾀｲﾝﾌﾗ：科学的介護情報ｼｽﾃﾑの可能性 
座長：小川純人（東京大学）、大西丈二（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
渡邊周介（厚生労働省） 
秋下雅弘（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ 
大河内二郎（介護老人保健施設竜間之郷） 
福井小紀子（東京科学大学） 

29 （日本腎臓学会）CKD 診療 update（ｻﾙｺﾍﾟﾆｱﾌﾚｲﾙ合併例，緩和

ｹｱ含む） 
座長：伊藤孝史（帝京大学ちば総合医療ｾﾝﾀｰ）、美馬晶（大阪医

科薬科大学） 
江里口雅裕（奈良県立医科大学） 
神田英一郎（川崎医科大学） 
蒲澤秀門（新潟大学） 
長澤康行（兵庫医科大学） 
会田薫子（東京大学） 

30 （日本転倒予防学会）老年症候群と転倒 
座長：山田実（筑波大学）、東浩太郎（東京大学） 
永井宏達（兵庫医科大学） 
島田裕之（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
山本龍生（神奈川歯科大学） 

31 高齢者の摂食嚥下機能障害と誤嚥性肺炎 
座長：海老原覚（東北大学）、前田圭介（愛知医科大学） 
千田一嘉（金城学院大学） 
加賀谷斉（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
岡崎達馬（東北大学） 
海老原孝枝（東京慈恵会医科大学） 

32 高齢者における 2 次性ｻﾙｺﾍﾟﾆｱ～治療の最前線～ 
座長：渡邊一久（名古屋大学）、西川浩樹（大阪医科薬科大学） 
杉本大貴（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
石井正紀（国際医療福祉大学） 
窪薗琢郎（鹿児島大学） 
西川浩樹（大阪医科薬科大学） 

33 持続可能な医療制度 
座長：横手幸太郎（千葉大学）、新村健（兵庫医科大学） 
森光敬子（厚生労働省医政局） 
江澤和彦（公益社団法人日本医師会） 
神﨑恒一（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ） 
横手幸太郎（千葉大学） 
清元秀泰（姫路市） 

34 （基礎研究部会）Translational Aging Science（若手研究者を中心

に） 
座長：山本浩一（大阪大学）、杉本研（川崎医科大学） 
藤田諒（筑波大学） 
加藤尚也（千葉大学） 
池田義之（国立病院機構南九州病院） 



 
 

加瀬義高（東京大学医学部附属病院） 
藤田泰典（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ） 

35 認知症研究の最前線（基礎と臨床） 
座長：清水聰一郎（東京医科大学）、久原真（札幌医科大学） 
島田斉（新潟大学） 
春日健作（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
小原知之（九州大学） 
里直行（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 

36 口腔機能と健康長寿 
座長：長澤康行（兵庫医科大学）、野村良太（広島大学） 
長谷川陽子（新潟大学） 
楠博（大阪歯科大学） 
長澤康行（兵庫医科大学） 
伊藤誓悟（自衛隊入間病院） 
三﨑太郎（聖隷浜松病院） 

Asian conference for Geriatrics and Gerontology 
Clinical Frailty Scale as the Sixth Vital Sign：AI- and ICT-Enabled 
Frailty Assessment and Data Integration 

座長：荒井秀典（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ）、Jaw-Shiun Tsai（Taiwan 
Association of Gerontology and Geriatrics） 
Jae-Young Lim（Seoul National University） 
Chang Won Won（Kyung Hee University Hospital） 
Koichi Yamamoto（The University of Osaka） 
Yosuke Osuka（Shibaura Institute of Technology） 
Hsiang-Kuang Tseng（MacKay Memorial Hospital） 

会長特別企画・高連協合同ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（高齢社会 NGO 連携協議会） 
高齢期の well-being をどう実現するか～地域との連携とその可能性 

座長：大内尉義（国家公務員共済組合連合会虎の門病院）、清水肇

子（公益財団法人さわやか福祉財団） 
1. 「高齢社会 NGO 連携協議会の現在の活動」大内尉義（国家

公務員共済組合連合会虎の門病院） 
2. 「多様な well-being を地域で支える－ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの趣

旨」清水肇子（公益財団法人さわやか福祉財団） 
3. 「高齢期の well-being を支える地域連携の実践－栃木県県北

部での取り組みから－」 
ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：浦野友彦（国際医療福祉大学） 

4. 3C･･高齢期の well-being を実現するｷｰﾜｰﾄﾞ～集う（come 
together）・紡ぐ（compose）・創り出す（create）～ 
ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：石田路子（NPO 法人高齢社会をよくする女性の会） 

5. 地域活動でつながりづくり－神戸の取り組みから 
ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：中村順子（認定 NPO 法人ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ神戸） 

第 8 回 YIA 受賞者講演 
座長：武地一（医療法人生生会まつかげｼﾆｱﾎｽﾋﾟﾀﾙ）、里直行（国

立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
伊藤尚基（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
大須賀洋祐（芝浦工業大学） 
広瀬環（国際医療福祉大学） 

第 2 回高齢者栄養研究助成受賞者講演（2024 年度受賞） 
座長：前田圭介（愛知医科大学）、山本浩一（大阪大学） 
内田一彰（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
木下かほり（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
近藤嘉高（東京都健康長寿医療ｾﾝﾀｰ） 
野里陽一（市立豊中病院） 

広瀬環（国際医療福祉大学） 

第 9 回老化および老年医学研究助成受賞者講演（2024 年度受賞） 
座長：小川純人（東京大学）、武田朱公（大阪大学） 
五十嵐正樹（東京大学医学部附属病院） 
佐藤迪夫（熊本大学） 
鈴木秀明（東北大学病院） 

若手・基礎ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ（教育委員会） 
座長：浦野友彦（国際医療福祉大学）、竹屋泰（大阪大学） 
ｼﾆｱｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ：梅垣宏行（名古屋大学）、久保亨（高知大学）、窪

薗琢郎（鹿児島大学）、佐竹昭介（国立長寿医療研究ｾﾝﾀ

ｰ）、長井篤（島根大学） 

みんなのﾃｨｰｻﾛﾝ（第 9 回）2026（ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ推進委員会） 
全国の仲間と一緒に広げよう，つながりの輪！ 
ｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰ：久保亨（高知大学） 
ｷｬｽﾄ： 

長谷部浩平（医療法人渓仁会手稲渓仁会病院） 
大田秀隆（秋田大学） 
小原聡将（医療法人千秋会里村医院） 
馬渕卓（東京科学大学） 
服部ゆかり（東京大学） 
中村了（栄ｴﾝｾﾞﾙｸﾘﾆｯｸ） 
細野奈穂子（福井大学医学部附属病院） 
藤平和弘（播磨社会復帰促進ｾﾝﾀｰ医務課診療所） 
西川真那（倉敷中央病院） 
北代亮太郎（高知医療ｾﾝﾀｰ） 
川添晋（鹿児島大学） 
軸丸美香（垂水市立医療ｾﾝﾀｰ垂水中央病院） 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
J-MINT 体験会 

ｲﾝﾄﾛ：櫻井孝（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
概要説明：内田一彰（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ：伊藤聖子（一般社団法人ｶﾅﾝｳｫｰｸ）、角田奈美江

（ｺﾅﾐｽﾎﾟｰﾂ株式会社） 
まとめ：古和久朋（神戸大学） 

漢方ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
高齢者における漢方診療の基礎と臨床 

座長：新村健（兵庫医科大学） 
講師：千福貞博（ｾﾝﾌﾟｸｸﾘﾆｯｸ） 
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ：千福貞博（ｾﾝﾌﾟｸｸﾘﾆｯｸ）、八幡暁直（HABA ｸﾘﾆｯ

ｸ院長）、福原慎也（えのもとｸﾘﾆｯｸ院長） 

市民公開講座 
1. 「老いのｽﾋﾟｰﾄﾞは変えられる！－科学が証明する，運動・栄養・

社会交流と青春の記憶－」石井好二郎（同志社大学） 
2. 「認知症って予防できるの？－最新の認知症予防ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとは

－」櫻井孝（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
3．対談「いつまでも輝き続けるために」 

掛布雅之（元阪神ﾀｲｶﾞｰｽ選手，現阪神ﾀｲｶﾞｰｽ OB 会長） 
石井好二郎（同志社大学） 
櫻井孝（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
新村健（兵庫医科大学） 

優秀演題賞候補ｾｯｼｮﾝ 
座長：海老原覚（東北大学）、浦野友彦（国際医療福祉大学） 



 
 

選考委員：島田裕之（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ）、岡崎達馬（東北

大学）、前田圭介（愛知医科大学）、長澤康行（兵庫医

科大学） 
「細胞老化に伴う代謝変容を標的としたｾﾉﾘｼｽ機構」三河拓己（京

都大学） 
「血管内皮細胞における RAGE–AT1 複合体を介した Aβ1-42 取り

込み調節とｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病の病態生理機能」郭ｲｸ（大阪大学） 
「血管内皮機能障害における α-ｼﾇｸﾚｲﾝの病態生理機能および加

齢に伴う認知症への影響の検討」王紫溦（大阪大学） 
「ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病におけるﾀｳ伝播を標的としたﾜｸﾁﾝ療法の最適ﾘﾝ酸

化ｴﾋﾟﾄｰﾌﾟの同定」伊藤祐規（大阪大学） 
「高齢者糖尿病における多因子ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ介入の抑うつ症状に対

する効果：Individual Participant Data に基づくﾒﾀ解析」杉本

大貴（国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ） 
「ﾌﾚｲﾙの性差に関する検討：地域在住高齢女性において疲労感

は軽度認知障害の独立した予測因子である－12 年間の縦断

研究－」呂偉達（東京大学） 
「骨格筋内脂肪の蓄積部位とｻﾙｺﾍﾟﾆｱﾘｽｸの関係」長谷川歩菜

（訪問看護ﾘﾊﾋﾞﾘｽﾃｰｼｮﾝ癒々） 
「誤嚥性肺炎で入院した認知症高齢者における多疾患併存の死

亡退院ﾘｽｸ:DPC 全国ﾃﾞｰﾀによる検討」桵澤邦男（東北大学

病院） 

一般演題：285 題 
 
2) 地方会の開催 

第 37 回日本老年医学会 北海道地方会  
会長：久原真（札幌医科大学） 
会期：2026 年 9 月 26 日（土） 会場：札幌医科大学記念ﾎｰﾙ 

第 37 回日本老年医学会 東北地方会  
会長：大平弘正（福島県立医科大学） 
会期：2026 年 10 月 31 日（土） 会場：ｺﾗｯｾふくしま 

第 78 回日本老年医学会 関東甲信越地方会  
会長：小川純人（東京大学大学院医学系研究科） 
会期：2027 年 3 月 6 日（土） 会場：日本教育会館 

第 37 回日本老年医学会 東海地方会  
会長：新堂晃大（三重大学大学院医学系研究科） 
会期：2026 年 10 月 10 日（土）  
会場：名古屋大学医学部附属病院、Zoom（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ開催） 

第 37 回日本老年医学会 北陸地方会  
会長：未定 
会期：2027 年 2 月 会場：未定 

第 37 回日本老年医学会 近畿地方会   
会長：山田祐一郎（関西電力病院） 
会期：2026 年 10 月 31 日（土） 会場：中央電気倶楽部 

第 38 回日本老年医学会 中国地方会  
会長：吉野純（島根大学）、副会長：長井篤（島根大学） 
会期：2026 年 10 月 17 日（土） 会場：ﾂｲﾝﾘｰﾌﾞｽﾎﾃﾙ出雲 

第 38 回日本老年医学会 四国地方会  
会長：桑原昌則（高知県立あき総合病院） 
会期：207 年 2 月 14 日（日）  
会場：高知市文化ﾌﾟﾗｻﾞかるぽーと 

第 37 回日本老年医学会 九州地方会  
会長：山本英一郎（熊本大学大学院）、陣内秀昭（陣内病院） 

会期：2027 年 3 月 13 日（土） 会場：熊本大学病院 
 
1. その他、ｾﾐﾅｰ研修会等 （定款第 6 条 7 項） 
1) 第 20 回老年医学ｻﾏｰｾﾐﾅｰ 

主催：国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ、日本老年医学会 
会期：2026 年 8 月 7 日～8 月 8 日（1 泊 2 日） 
開催地：L Stay & Glow 南砂町 
対象：医学部に在籍する学生、初期臨床研修医、専攻医。学会

から宿泊を用意し交通費を助成する。 
目的：老年医学の最前線を学ぶ。 

2) 高齢者医療研修会 
座学形式の高齢者医療研修会(8 時間程度)を開催する。 
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ形式の高齢者医療研修会(8 時間程度)を開催する。 

2026 年 6 月 13 日～6 月 14 日 
3) 老人保健施設管理医師総合診療研修会 

共催：日本老年医学会、全国老人保健施設協会 
協力：国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ 
Web 研修（座学）：2026 年 7 月 1 日～8 月 31 日 
Web 研修（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ）：2026 年 9 月（予定） 
対象：老健施設等に勤務する医師・歯科医師 

4) 高齢者栄養療法研修会 
第 15 回：2026 年 12 月 12 日～12 月 13 日（予定） 

5) ﾏｽﾀｰｸﾗｽ 
主催：IAGG AOR、Philippines Society of Geriatrics and 
Gerontology, St. LUKE'S MEDICAL CENTER 
会期：2026 年 5 月 22 日～24 日 
開催地：St. LUKE'S MEDICAL CENTER -GLOBAL CITY ﾌｨ

ﾘﾋﾟﾝ（ﾏﾆﾗ） 
対象：43 歳未満の本会会員、本会から参加費、交通費を助成

する。 
 
2. 学会誌その他の出版物の刊行 （定款第 6 条 2 項） 
1) 和文誌「日本老年医学会雑誌」 
1. 定期号 第 63 巻 2 号～4 号及び第 64 巻 1 号 合計 4 冊発行予

定 
2. Supplement 第 68 回学術集会講演抄録集として第 62 巻の

Supplement を 5 月に発行予定 
2) 英文誌「Geriatrics & Gerontology International」 
1. 月刊誌としてｵﾝﾗｲﾝで年12回発行予定 
2. Supplementを4月に発行予定English Translation of the Japanese 

Guideline for Digital Health for the Prevention and Improvement of 
Sarcopenia and Frailty. 

3) その他の出版物 
1. 『必携 老年科』 医学部学生及び老年科専門医試験受験者向け

のﾃｷｽﾄとして12月に発行予定 
2. 『ICOPE高齢者のための包括的ｹｱﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ: ﾌﾟﾗｲﾏﾘｹｱにおける

ﾊﾟｰｿﾝｾﾝﾀｰﾄﾞな評価と手順に関するｶﾞｲﾀﾞﾝｽ第2版』 WHOの刊

行物の日本語版 
3. 『一般救護者用災害時高齢者医療マニュアル第3版』 
 
3. 老年科専門医、指導医、専門研修施設、認定医の認定 （定款第

6 条 1 項 3 号） 
1) 新専門医制度への対応・整備 

「整備基準」について日本専門医機構の承認に向けて対応・整備



 
 

を行う。 
2) 老年科指導医の認定、老年科専門研修施設の認定、老年科専門

研修の推進 
「整備基準」に基づき作成される申請書類の審査を実施し、新たな

老年科指導医、並びに老年科専門研修施設を認定するとともに、

老年科専門研修の実施を支援し、優れた老年科専門医の養成を

推進する。 
3) 老年科専門医認定試験の実施と老年科専門医の認定 

老年科専門医認定試験を2026年10月に実施する。引き続きCBT
方式にて行う予定。今年度は、ﾌﾟｰﾙ問題について、ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ

作業を専門医試験作成・認定小委員会にて行い出題する予定。 
4) 高齢者栄養療法認定医と老人保健施設管理認定医の、新規認定

と更新認定を進める。 
 
4. 研究の奨励、研究業績の表彰 （定款第 6 条 4 項） 
1) 尼子賞 

老年医学の発展に格別な貢献、功労のあった方を顕彰する。 
2) 長寿科学賞 

公益財団法人長寿科学振興財団による賞で、日本老年学会の 7
構成学会から 1 名ずつ推薦された受賞者を表彰する。応募時点

で 3 年度以上の会員歴、応募年度末で（原則）満 43 歳未満、或

いは大学卒業後 18 年以内の会員で、日本老年学会の他の構成

学会で同年に設けている「長寿科学賞」に応募していないこと、ま

た「長寿科学賞」の既受賞者でないことを要件とし、1 名選出する。 
3) 日本老年医学会 YIA 

会員歴 3 年以上、応募年度末で 43 歳未満、或いは大学卒業後

18 年以内の会員を対象とし、基礎研究分野、社会学・疫学研究分

野、臨床研究分野の各分野で 1 名を選考し、表彰する。 
4) 日本老年医学会 老化および老年医学研究助成 

老年医学における基礎、臨床、社会学・疫学研究において、新知

見の得られる可能性を持つ革新的な研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対し、3 件を

選考し、助成金を授与する。 
5) 日本老年医学会 高齢者栄養研究助成 

㈱大塚製薬工場からの研究助成。老年栄養学に関する臨床研

究、ﾚｼﾞｽﾄﾘ構築、基礎研究、調査等の幅広い研究分野より 5 件を

選考し、助成金を授与する。 
6) 日本老年医学会優秀論文賞 

和文誌：日本老年医学会雑誌第 63 巻 1 号から 4 号（2026 年発

行）に掲載された論文の中から優秀な論文を選考し、表彰する。 
7) Geriatrics & Gerontology International（GGI）優秀論文賞 

英文誌：Geriatrics & Gerontology International Vol.26 Issue1 から

Issue12 （2026 年発行）に掲載された論文の中から優秀な論文を

選考し、表彰する。 
8) 学術集会 優秀演題賞 

一般演題の抄録による第一次審査、優秀演題賞候補ｾｯｼｮﾝにお

ける口述発表による第二次審査を経て、優秀な演題を若干名選出

し表彰する。 
 
5. 内外の関連学術団体との連絡及び協力 （定款第 6 条 1 項 5 号） 
1) 加盟学術団体である日本老年学会の運営を、日本老年社会科学

会、日本基礎老化学会、日本老年歯科医学会、日本ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

学会、日本老年看護学会、日本老年薬学会と共に協議協力する。 
2) 日本老年学会として加盟している国際老年学協会 International 

Association of Gerontology and Geriatrics (IAGG)の活動に参加協

力する。 
 

6. 老年医学に関する普及啓発事業 （定款第6条1項6号）  
1) ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
1. 2027年3月 東京大学との共催で開催予定。 

 
7. その他、目的を達成するために必要な事業 （定款第 6 条 1 項 8

号）  
1) 各種委員会（あり方委員会、あり方WG、財務委員会、総務委員会、

雑誌編集委員会、GGI編集委員会、専門医制度委員会、老年科

専門医検討小委員会、専門医試験作成･認定小委員会、高齢者

医療研修委員会、研修認定審査小委員会、学術ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ委員会、

高齢者医療委員会、保険診療小員会、認知症対策小委員会、在

宅医療小委員会、高齢者災害医療小委員会、感染症対策・ﾜｸﾁﾝ

療法小委員会、骨折転倒対策小委員会、科学的介護検討小委員

会、高齢者がん診療小委員会、学術委員会、ﾌﾚｲﾙ･ｻﾙｺﾍﾟﾆｱ対

策小委員会、高齢者糖尿病の治療質向上のための合同委員会、

高齢者薬物療法対策小委員会、基礎研究部会、CGA・5Ms最適

化・普及WG、教育委員会、日本語版ICOPE2ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ作成WG、

ﾃｷｽﾄ作成・編集WG、用語委員会、顕彰委員会、優秀論文賞選考

委員会、老化および老年医学研究助成選考委員会、高齢者栄養

研究助成選考委員会、YIA選考委員会、倫理委員会、ｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾗｲ

ﾌに関する小委員会、利益相反委員会、GL統括委員会、国際交

流委員会、国内交流委員会、ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ推進委員会、広報委員

会、選挙管理委員会）を開催し本会の目的を達成するため種々の

検討を行い活動する。 
2) 市民公開ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑは学術集会・地方会ｶﾘｷｭﾗﾑの中で開催予定。 
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